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要 旨
I

,. 押型紋土器の起源 押型紋土器の起源は、おそらく回転施紋による縄紋士器の伝統の

中から生まれたのであろう。すなわち縄の原体を彫刻棒の原体の持ち替えて回転施紋したの

が押型紋土器である。押型紋土器の原体が前段階の撚糸紋土器の原体を模したのか、表裏縄

紋土器の原体から派生したのかは、その起源を考える上で重要である。しかし関東の撚糸紋

文化圏における押型紋土器の在り方は後半期の稲荷台式以降に共伴し、あくまでも搬入的で

あり客体的な異系統の存在でしかない。撚糸紋土器の伝統の中から生まれたとは考え難い。

押型紋士器の起源は中部の押型紋士器に求めることができるが、ポジテイヴ押型紋の樋沢

•細久保式と西日本のネガテイヴ押型紋の大鼻・大川式の新旧関係は未だ解明されたとはい・

い難い。中部のネガテイヴ押型紋の立野式を介して大鼻 ・大川式が古く、ポジテイヴ押型紋

の樋沢・細久保式が新しいとする一系統論が通説となっている。 しかし、大鼻・大川式と樋

沢 ・細久保式の対比を検討すると、両者は併存する二系統の押型紋士器であることが判明す

る。今日 、その起源が西のネガテイヴ押型紋にあるのか、東のポジテイヴ押型紋にあるのか、

決着するまでには到っていないのが現状であろう。

2. 東北の押型紋土器 日計式押型紋土器は北海道島渡島半島から利根川以北に分布し、

東北を中心に約 150遺跡を数える。東北の日計式押型紋は、主に重層山形紋と重層菱形紋

を単位文様し、しばしば菱目紋（斜格子紋）を伴う。また 日計式押型紋には特徴的な羽状縄

紋 (0段多条）などの縄紋土器が共伴する。日計式押型紋の原体は太く（約 1cm)長く （約

4cm)、両端は加工しない縦刻原体である。施紋流｛義は横方向に密接施紋した後、口縁部と

胴部に平行沈線紋で区画する。胎士は繊維を含む。



日計式押型紋土器は三段階（古・中•新）に弁別でき、三戸式沈線紋土器や樋沢・細久保系押

型紋土器と対比関係が認められる。 三者のあいだには三戸 1式との文様構成やモチーフの

共通性、日計式と三戸 2式・3式との間にキメラ土器、日計式と細久保式 2との間にキメラ

土器が認められ、その交差関係は次のように検証できる。

日計式系（東北）・・・・・・・・日計（古）式→日計（中）式→日計（新）式→貝殻・沈線紋

沈線紋系（関東）・・・・・・・・三戸 1式 → 三戸 2式 →三戸 3式 →田戸下層式

樋沢・細久保式系・・・・・・樋沢 3式 →細久保 1式→細久保 2式→押型紋終末期

3. 関東の押型紋土器 関東の押型紋土器は撚糸紋土器の後半、すなわち稲荷台式以降に

共伴する。その出士量も撚糸紋士器が主体で、僅かに押型紋土器が混じる程度である。総じ

て中部の樋沢・細久保式系押型紋が波及した異系統の在り方を示している。押型紋の施紋方

法は撚糸紋の施紋規範に沿って、縦方向に施紋するものが多い。

撚糸紋土器に伴う押型紋土器の時期は樋沢式の段階である。樋沢式は三細分されるが、そ

れに較べて、稲荷台式以降の終末期撚糸紋の型式は多数に細分される。一方の型式が短く、

他方の型式が長い訳はないから、撚糸紋上器の細分型式は時間差というよりはその崩壊過程

の小地域差を示しているように考えられる。続く沈線紋土器と押型紋土器の対比は、 三戸 l

式一樋沢 3式、 三戸 2式一細久保 1式、三戸 3式一細久保 2式が交差する。三戸 1式と樋

沢 3式の共伴事例、三戸 2式と細久保 1式の耳状突起の共通性、三戸 3式と細久保 2式の

文様の互換性などから三戸式と樋沢・細久保式系押型紋の対比関係は動かしがたい。その対

比関係を整理すると次のようになる。

撚糸紋・沈線紋系・・・・・稲荷台式→終末期→ 三戸 1式→ 三戸 2式→ 三戸 3式

樋沢・細久保式系・・・・・樋沢 1式→樋沢 2式→樋沢 3式→ 細久保 1式→細久保 2式

4. 中部の押型紋土器 中部の押型紋土器は樋沢・細久保式系と立野式系の二系統の押型

紋士器が存在する。この二者は樋沢・細久保式系が在地型式のポジティヴ押型紋であり、立

野式系が西日本ネガテイヴ押型紋の影響を受けた異系統の押型紋である。通説によると立野

式が古く、樋沢式が新しいとされるが、両者の時間的関係は型式学的対比によって決めるの

が原則であろう。立野式は 1式・2式に細分される。立野 1式は大川 2式に対比され、中部

に波及した西日本ネガテイヴ押型紋土器の地方型式であろう。その時期は樋沢 3式段階で

ある。続く立野 2式は在地の樋沢・細久保式系との交差によって変容した段階であり、山の

神遺跡などの共伴事例から立野 2式は細久保 1式に対比できよう。こうした交差関係から

みると樋沢式は立野式より古い。中部における樋沢・細久保系と立野式系の関係は一系統の

変遷ではなく、中部の在地型式（樋沢・細久保式）と異系統型式（立野式）の二系統の関係と

して理解しなくてはならない。両者の関係は下記のとおりである。

樋沢・細久保式系・・・・・樋沢 1式→樋沢 2式→樋沢 3式→細久保 1式→細久保 2式

立野式系（異系統）・・・・・ 立野 1式→立野2式

5. 西日本の前半期押型紋土器 ネガテイヴ押型紋は大鼻式→大川 1式→大川 2式→神宮

寺式→桐山和田式の五段階に分かれ、この順序で変遷する。大鼻式は西日本最古のネガティ



ヴ押型紋である。口縁部の縄紋帯と胴部のネガテイヴ紋から構成される。施紋流儀は口縁部

横方向・胴部縦方向である。大鼻式の出自を撚糸紋土器や表裏縄紋土器を求め、関東編年の

井草式段階に対比する見解と稲荷台式以降に対比する二つの考えがある。大川 2式が立野 1

式を介して樋沢 3式に併行するならば、関東の三戸 1式段階にあたる。この対比関係から

みても遡ったとしても稲荷台式以降の所産であろう。

大川式は 1式・ 2式の二段階に分かれる。大川 1式はより大鼻式に近く、大川 2式はより

神宮寺式に近い特徴をもつ。いずれも施紋流儀は口縁部横方向・胴部縦方向を原則とする。

大川 l式のネガテイヴ紋と併用する帯状施紋の山形紋は、樋沢・細久保式系とのキメラ関

係を示す。山形の条数も多いことから、おそらく樋沢 2式段階である。

神宮寺式のネガテイヴ紋は「舟形沈紋」と呼ばれたように細長く、器壁は薄くつくられる。

ロ縁部はほとんど外反ぜず、直線的な尖底となる。波状口縁を呈するものもみられる。施紋

流儀は口縁部横方向・胴部縦方向である。文様もネガテイヴ紋のほか、ほかに山形紋のみで

構成されるものが伴う。神宮寺式の段階は細久保 1式に対比されよう。続く 桐山和田式は

神宮寺式の文様を継承しているが、ネガテイヴ紋の施紋流儀は崩れ、横方向密接施紋が主体

となる。この桐山和田式もって、西H本のネガテイヴ紋の終焉を迎える。近畿の北白川廃寺

下層式は西日本まで広範囲に波及した細久保2式の影響と考えられる。

ネガティヴ押型紋・ ・・・・大鼻式→ 大川 1式→大川 2式→ 神宮寺式→桐山和田式

立野式系押型紋・・・・・ 立野 1式→立野 2式

樋沢・細久保式系・・・・・樋沢 1式→樋沢 2式→樋沢 3式→細久保 1式→細久保 2式

6. 西日本の後半期押型紋土器 西日本の押型紋土器はネガテイヴ紋押型紋が前半期、そ

の後半期が黄島式・高山寺式・穂谷式の段階である。後半期は関東編年からみれば、大まか

に田戸下層式以降から田戸上層式に時期にあたる。東H本では東北の日計式や中部の樋沢・

細久保式系押型紋がほぼ終焉し、新たな沈線紋土器の時代を迎えている。

西日本では前半期のネガテイヴ押型紋が終わるのが、ほぼ細久保 2式の段階である。細

久保 2式は関東の田戸下層 1式段階と考えられる。この対比が正しければ、後続する黄島

式は田戸下層 2式.3式に想定することが可能である。しかし物的証拠はなく、この対比関

係は更に検証する必要があろう。

黄島式は 1式・ 2式の二段階に分かれるが、いずれも口縁部内面に柵状紋＋押型紋（山形紋

・楕円紋）の施紋規範をもっている。黄島式は瀬戸内の島々に貝塚を形成した時期であり、

瀬戸内海の成立を考える上で重要な手がかりを与えてくれる。この内海を通って黄島式は九

州にも波及する。続く高山寺式はほぼ田戸上層式に対応するものと考えるが、この関係も直

接的な証拠はない。高山寺式と穂谷式はいずれも 1式~3式の三段階に分かれる。高山寺式

は口縁部内面に太沈線紋を、穂谷式は押型紋を施紋する。この高山寺式と穂谷式と関係につ

いては、九州島の手向山式とも関係し、押型紋土器の終焉の様相は後述する。

押型紋…黄島 1式→ 黄島 2式→(+)→ 高山寺 1式 → 高山寺 2式→ 高山寺 3式

沈線紋・ ・・田戸下層 2式→田戸下層 3式→田戸上層 1式→田戸上層 2式→田戸上層 3式



7. 九州島の押型紋土器 九州島に押型紋土器が出現するのは、いつのことであろうか。

賀川光夫をはじめとして九朴lの多くの研究者は、川原田式→稲荷山式→早水台式→下菅生B

式→田村式→ヤトコロ式とする「大分編年」を軸に議論されている。

広域編年の定点となる早水台式と下菅生 B式は口縁部内面に柵状紋＋押型紋を有し、黄島

式に対比できる型式である。本州島と九州島をつなぐ広域編年の基準となっている。これに

較べて前半期の九州島の押型紋士器は、横方向帯状施紋の川原田式と横方向全面施紋の稲荷

山式の僅か二型式である。本州島に比して九州島の押型紋土器の出現は後出的な様相を示し

ている。前半期の押型紋土器が展開しない理由は、南九州で発達した円筒形貝殻土器が九州

島全体に及び、独自の円筒形貝殻紋文化を形成していたことと関連する。関東の撚糸紋文化

に押型紋土器が波及した現象と同じように、異系統としての押型紋土器が波及したことを物

語っている。 一方、南九州に押型紋が本格的に波及するのは黄島 2式段階の下菅生 B式段

階であり、やがて独特な手向山式が生まれる。北九小"'では本）小l島の高山寺式が波及するとと

もに、南九小Mの手向山式押型紋が九州島全体に及び、本朴l島の穂谷式にも影響を与える。九

州島と西日本の対比関係は次のとおりである。

南九州… ••円筒形貝殻紋後半 → 上野原式→出水下層式→手向山 1式

中九州・・・・・別府原式→ 政所式→弘法原式→中後迫式→ 無田原式→瀬田褻式

北九州・・・・・川原田式→稲荷山式→早水台式→下菅生B式→田村式→ ヤトコロ式

‘西日本…..押型紋前半 → 黄島 1式→ 黄島 2式 → (+)→高山寺式

7. 押型紋土器の終焉 列島に拡がった回転施紋の押型紋士器がどのように終焉を迎え、

描線手法による新たな土器文化を展開していくのかという問題は、縄紋土器の装飾史あるい

は縄紋社会の変遷を考える上でも重要な課題である。

回転施紋の押型紋土器から描線施紋の沈線紋土器への画期は、列島の東と西で異なった推

移を示している。東日本で回転施紋からいち早く転換したのは、関東の撚糸紋土器から沈線

紋土器への変化であり、それは早期初頭（三戸式）の時期にあたる。 東北や中部では前半（田

戸下層式）に押型紋土器から沈線紋士器に推移する。この画期が押型紋士器の変遷の前半期

と後半期の境となる。一方、西日本ではネガテイヴ紋の前半期以降もなお押型紋士器が存続

し、終焉を迎えるのは東日本の沈線紋土器が終わるほぼ田戸上層式の段階である。それは沈

線紋土器から装飾性の乏しい条痕紋土器への移行期と一致する。

すなわち東日本では押型紋土器前半期が終わり、沈線紋土器に移行する。これに対し西日

本では沈線紋土器に推移することなく押型紋土器は存続し、つぎの条痕紋土器への移行期に

終焉を迎えるのである。九州島の押型紋土器の終焉は手向山式であり、九小M島から本州島に

上陸し、関西の穂谷式・中部の相木式に影審を与える。一方、本州島の高山寺式は九州島に

も波及し、手向山式と交差する。こうした交差関係は、手向山式は山沿いに拡がった「山の

文化」、高山寺式は貝塚を形成する 「海の文化」として、共存したのであろう。一つの文化の

終焉は複雑な様相を呈するのが常である。押型紋土器の終末期の対比関係を下記のように示

しが、なお検討すべき問題は多い。



南九州…••出水下層式 →手向山 1式 → 手向山 2式→ 手向山 3式

北九州・・・・・田村式 →ヤトコロ 1式→ャトコロ 2式→ヤトコロ 3式

西日本…..(+) →高山寺 1式 → 高山寺 2式 → 高山寺 3式

東日本・・・・・田戸上層 1式→田戸上層 2式→田戸上層 3式→子母口式

8. まとめにかえて 以上のごとく各地域における押型紋土器の対比関係を提示 してきた

が、北は北海道島渡島半島から南は九州島南端まで、押型紋土器のネットワークは列島の広

範囲に拡がっている［附表］。また、こうした押型紋土器の斉一性のなかにも各地の地域性が

認められ、地域幽と呼ぶべき地域社会が形成している。押型紋ネットワークは「トロトロ石

器」の分布域とも一致する。押型紋土器を表徴する石器として、押型紋人の情報・交易・移

動の通行手形ともいうべき存在となっている。

土器型式の中には、広範囲に広がりをもつ広域型式と地域圏を表象する在地型式が存在し

ている。こうした広域型式と在地型式の連鎖的な地域構造が基礎となって、長きにわたる独

自の縄紋文化が日本列島に展開するのである。早期の押型紋士器をはじめ、前期の諸磯式・

北白川下層式、中期の大木式・加曽利 E式・船元式、後期の称名寺式・中津式、晩期の亀

ヶ岡式など、大別時期の画期や発展を象徴する広域型式として存在している。それに対し在

地型式は、広域型式の彩り（地域色）や各時期の崩壊過程に顕在化する傾向にある。こうし

た縄紋時代の社会変動や画期の基礎的なケース・スタディの 1つと して、早期押型紋士器

の広域編年を考えた次第である。

押型紋士器 Pottery decorated with rouletted impressions , 

Pottery with surface impressins 

Osigatamon style 

沈線紋士器 Incised style pottery ,Pottery with surface incisions 

Tinsenmon style 

貝殻・沈線紋土器 Shell・incised style pottery 

Kaigata・tinsenmon style 

円筒形貝殻紋土器 Shell・incised cylindrical style pottery 

Ennto・kaigaramon 

撚糸紋土器 Pottery decorated with the impressions of cords wrapped around a stick 

Pottery decorated with the impressions of string・wapped dowel 

Yoriitomon style 

草創期 Incipient 早期 Inital 

樋沢式 Hizawa・type Hizawa・style 00式 00-type 00-style 


